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　本レポートは、農林中央金庫営業第 5部と連携し
て実施した恒例のアンケート調査の結果である。
　今回は定例項目に加え、森林組合と金融機関との
リレーションの状況を把握するために「資金の借入
動向」について、また、17 年に政府が「未来投資
戦略」及び「骨太の方針」にて、市町村主体の森林
整備を推進することを示したことから「市町村との
関わり」について取り上げた。
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はじめに 

 

これは、(株)農林中金総合研究所が実施した「第 30回森林組合アンケート調査」の報

告書である。この調査は、当社が一般財団法人 農村金融研究会に委託していたが、同

研究会が平成 29年９月 30日に解散したことから、当社にて実施した。 

 この調査は、森林組合の事業や経営の動向、当面する諸課題などを適時・的確に把握

し、森林組合系統の今後の事業展開に資することを目的として、農林中央金庫、（株）農

林中金総合研究所が連携して、毎年実施しているものである。 

 調査対象組合は、全国 624森林組合（平成 29年度末）のうちの 104組合である。これ

らの組合は、調査の精度を保つため比較的規模の大きい組合が中心になっており、継続

性の観点から大半が前年と同一の組合を対象としている。 

 さらに、調査内容の的確性や調査結果の分析の深化・補強等を図るためアンケートの

実施前と集計完了後の２段階に分けて、それぞれ数組合に対して現地ヒアリング調査を

実施している。 

アンケートの実施は平成 29年９月で、本年度の調査テーマとしては、例年実施してい

る「事業と経営収支の概況」に加えて、「資金の借入動向」および「市町村との関わり」

を取り上げた。 

 本調査の実施にあたって、業務ご多忙にもかかわらず、多大なご協力をいただいた森

林組合をはじめ関係諸機関の皆様方に心から感謝申し上げたい。 

 なお、本報告書は(株)農林中金総合研究所基礎研究部の安藤範親が執筆を担当した。 

 

 

平成 30年７月 

(株)農林中金総合研究所 
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１．調査対象組合の概況

(1) 対象組合の全般的な属性等

調査対象 104組合の平均像（概数）は次の通りである。 

【対象組合の平均像】 

組合員  約 3,900名 現業職員   40名 

常勤理事 １名  管内森林面積 53千 ha 

内勤職員 18名  組合員所有林 24千 ha 

対象組合の規模を示す各種指標の単純平均値は、表１－１のとおり全国組合（注１）に比べ、

組合員数 1.6倍、同所有林 1.4倍、内勤職員数 1.6倍程度の規模である。また、各指標の最

大値と最小値の乖離幅や変動係数（注２）の高さに見られるとおり、対象 104組合間の経営規模

等の格差はきわめて大きい。全国組合との規模の格差やばらつきについては、前回調査（平

成 28年度・第 29回調査）と比べると大きな変化はない。ただし、本調査では対象組合の組

み替えが一部あり、厳密には過去の調査結果と連続していない。なお、今回のアンケートで

は、中核組合（注３）の認定取得有無について尋ねた結果、81組合が取得していた。 

 

対象組合 全国組合

平均② 
①/②

平均① 最大 最小 変動係数 

管内森林面積（ha） 52,705 178,220 7,823 0.66 39,246 1.3 

うち国有林 14,494 74,186 0 1.30 11,777 1.2 

  県・市町村有林 5,042 37,915 169 1.32 4,058 1.2 

  組合員所有林 24,069 109,072 3,514 0.66 17,087 1.4 

組合員数（人） 3,852 32,629 299 1.05 2,451 1.6 

うち管外居住者数 370 1,688 0 0.86 242 1.5 

常勤理事数（人） 1 4 0 0.54 1 1.0 

内勤職員数（人） 18 68 2 0.71 11 1.6 

直接雇用現業職員数（人） 40 345 0 1.08 28 1.4 

出資金（千円） 161,712 861,584 16,401 0.89 87,346 1.9 

 

表１-１ 対象組合の概況と全国組合対比（調査票回収組合 104） 

注１．全国組合は「平成 28年度森林組合統計」（林野庁）。全国組合の「直接雇用現業職員数」

欄は、「組合雇用労働者数（事務員を除く）」。 

注２．変動係数とは、標準偏差を平均値で割ったもの。集団のばらつきの程度を比較する統計

学上の手法である。 

注３．中核組合とは、森林組合の経営基盤強化のため、健全な財務基盤・事業運営により自立

的経営ができる森林組合を都道府県が認定し、地域の担い手として位置付ける取組み。 
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(2) 対象組合の分布

表１－２で対象組合の地域別の分布状況を見ると、関東・東山、東海が全国組合の組合数

と比較して少なく、九州が多い傾向にある。また、組合員所有林面積、内勤職員数は、全国

組合よりも上層区分に属する組合がやや多い。 

以上を念頭に置き、本調査結果の利用にあたっては、①全国動向の把握には大きな支障は

ないと判断されるものの、②対象組合がやや規模の大きい組合に偏っていること、また③組

合間の規模の差が大きいこと、④地域別集計結果等のデータによっては集計区分内のサンプ

ル数が少ないものもあること、等に留意する必要がある。

項目 区分 
対象組合 全国組合 a/b 

（％） 組合数 a 同割合(％) 組合数 b 同割合(％) 

地
域
別

北海道 10 10 80 13 13 

東北 15 14 88 14 17 

関東・東山 10 10 83 13 12 

北陸 8 8 40 7 20 

東海 6 6 56 9 11 

近畿 13 13 86 14 15 

中国 11 11 56 9 20 

四国 11 11 53 8 21 

九州・沖縄 20 19 82 13 24 

計 104 100 624 100 17 

組
合
員
所
有
森
林
面
積

別

10,000ha未満 14 14 248 40 6 

15,000〃 23 22 115 18 20 

20,000〃 14 14 68 11 21 

20,000ha以上 52 50 191 31 27 

計 103 100 622 100 17 

内
勤
職
員
数
別

0人 0 0 9 1 0 

4人未満 4 4 75 12 5 

10人未満 24 24 260 42 9 

20人未満 40 40 192 31 21 

25人未満 9 9 28 5 32 

25人以上 22 22 58 9 38 

計 99 100 622 100 16 

表１－２ 対象組合と全国組合の分布 

注１．全国組合は表１－１に同じ。 

２．内勤職員数は、全国組合は「常勤役員・専従職員数」の値。 
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(3) 組合員１人あたりの所有森林面積と森林組合所有の森林面積の状況

「組合員１人あたりの所有森林面積」の組合別平均は 6haとなるが、図１－１より、ラン

ク別の組合数をみると、５～10ha未満の組合が最も多く 39％を占め、10ha以上は 33％、つ

いで５ha未満の 27％であった。 

調査対象組合の８割弱が組合自ら森林を所有しており、「森林組合所有の森林面積」の組合

別平均は 68ha となる。図１－２より、ランク別の組合数をみると、１～20ha 未満の組合が

最も多く 36％を占め、次いで 20～100ha未満が 22％であった。なお、最も広い面積を所有す

る組合は 1,292haであり、特に北海道の組合は所有面積が広く平均で 386haであった。北海

道の組合を除いた場合、「森林組合所有の森林面積」の組合別平均は 31haと大きく減少する。 

5ha未満

27%

5～10ha

未満

39%

10ha以上

33%

0ha

23%

1～20ha

未満

36%

20～

100ha未

満

22%

100～

200ha未

満

12%

200ha以

上

7%

図１－１ 組合員１人あたり所有森林面積（回答組合 102） 

図１－２ 森林組合所有の森林面積（回答組合 95） 
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(4) 内勤職員・現業職員の状況（造林現業職員数が減少傾向）

図１－３より組合職員数を見ると、平成 29年の平均内勤職員数は 17.5人で、過去８年の

動向に大きな変化はない。他方、現業職員（「作業班員」「作業員」など、作業を担当する人）

については、直接雇用は 40.0人で前回から微減しているが、平成 23年のピーク時と比べる

と 2割減となる。請負は 18.1人と前回から微減も長期的な変動は小さい。 
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図１－３ 平均内勤職員数・現業職員数の推移 

（回答組合 21年 104、22年 104、23年 101、24年 103、25年 101、26年 104、27

年 104、28年 104、29年 99） 
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図１－４、図１－５より造林・伐出別に現業職員数の推移をみると、伐出は変動が小さい

一方、造林は、直接雇用がピーク時より４割強、請負が４割弱減少している。我が国の森林

が収穫期を迎えたことや主伐・再造林が進んでいないことなどから、造林の作業量が減少し

たためと考えられる。 
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図１－４ 請負・直接雇用別の伐出現業職員数の推移 

（回答組合 22年 104、23年 101、24年 103、25年 101、26年 104、27年 104、28年 104、29年 104） 

図１－５ 請負・直接雇用別の造林現業職員数の推移 
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(5) 素材生産量は増加基調

素材生産量は、図１－６に示すように、素材生産量 20,000㎥以上の組合が前年に引き続き

増加し、回答組合全体の 35％に達した。 

素材生産量に占める主伐の割合は、表１－３のとおり、５年前の 35％から 10 ポイント増

の 45％と増加傾向にあるものの伸びは弱まりつつある。29年度の素材販売単価については、

図１－７より８割強の組合が「横ばい」と答え、丸太価格に大きな変動はない。 
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（単位：㎥）

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

素材生産量 16,037 18,195 19,708 20,790 21,578

うち主伐 5,667 7,229 8,618 9,372 9,735

主伐割合 35% 40% 44% 45% 45%

図１－６ 素材生産量別組合数の推移 

（回答組合 24年度 99、25年度 100、26年度 100、27年度 102、28年度 104） 

表１－３ 素材生産量の推移 
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（※ 択一式以外は無記載） 

上昇

7%

横ばい

81%

下降

12%

図１－７ 29 年度の素材販売単価趨勢（回答組合 104）（択一式※）
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２．財務状況

(1) 損益は悪化、主に森林整備事業が減少

表２－１のとおり、28年度決算は素材生産量が増加していることもあり、販売、加工の２

部門とも、収益・損益が上昇に転じた。一方で主力事業である森林整備部門は、収益・損益

ともに減少している。全体として、平均の事業利益は 17百万円、経常利益は 20百万円、税

引き前当期利益は 21百万円へとそれぞれ減少している。 

図２－１～図２－６のとおり、主要３部門の主な増減理由は、販売部門と加工部門は販売

数量の変動、森林整備部門は事業量の変動が主となっている。 

 

（単位：千円、％）

27年度 28年度 27年度 28年度

収益 5,112 4,618 3,884 90.3 84.1 △ 494 △ 734

費用 5,438 4,935 4,116 90.8 83.4 △ 502 △ 819

損益 △ 326 △ 318 △ 232 97.5 73.1 8 86

収益 191,313 190,973 196,161 99.8 102.7 △ 340 5,189

費用 150,200 150,956 155,655 100.5 103.1 756 4,699

損益 41,113 40,017 40,506 97.3 101.2 △ 1,096 489

収益 211,477 210,757 214,800 99.7 101.9 △ 720 4,043

費用 195,849 195,380 198,868 99.8 101.8 △ 469 3,488

損益 15,629 15,377 15,933 98.4 103.6 △ 251 555

収益 372,338 366,753 350,843 98.5 95.7 △ 5,585 △ 15,910

費用 268,732 260,987 248,374 97.1 95.2 △ 7,745 △ 12,613

損益 103,606 105,766 102,469 102.1 96.9 2,160 △ 3,297

収益 65,854 56,638 61,858 86.0 109.2 △ 9,216 5,220

費用 65,493 50,423 57,242 77.0 113.5 △ 15,071 6,820

損益 361 6,216 4,616 1,721.7 74.3 5,855 △ 1,600

収益 1,577 2,923 575 185.4 19.7 1,346 △ 2,348

費用 1,267 3,194 1,458 252.1 45.6 1,927 △ 1,736

損益 310 △ 271 △ 883 △ 87.5 325.4 △ 581 △ 611

収益 8,752 6,378 20,470 72.9 320.9 △ 2,374 14,092

費用 7,770 5,904 19,657 76.0 332.9 △ 1,866 13,753

損益 982 474 813 48.3 171.5 △ 508 339

157,363 158,294 156,284 100.6 98.7 931 △ 2,010

138,515 140,150 139,262 101.2 99.4 1,636 △ 889

18,849 18,144 17,023 96.3 93.8 △ 705 △ 1,121

収益 6,982 8,022 6,655 114.9 83.0 1,040 △ 1,367

費用 3,423 4,896 4,025 143.0 82.2 1,473 △ 871

収益 3,559 3,126 2,631 87.8 84.2 △ 433 △ 495

22,407 21,270 19,654 94.9 92.4 △ 1,137 △ 1,617

収益 22,962 22,370 13,690 97.4 61.2 △ 592 △ 8,680

費用 22,753 21,031 12,180 92.4 57.9 △ 1,722 △ 8,851

損益 210 1,389 1,511 662.3 108.8 1,179 122

22,615 22,609 21,150 100.0 93.5 △ 6 △ 1,459

【借入金】

116,665 134,309 138,099 115.1 102.8 17,643 3,790

87,351 78,638 76,408 90.0 97.2 △ 8,713 △ 2,230

短期借入金期末残高

長期借入金期末残高

事業外損益

経常利益（経常損失）

特別損益

税引き前当期利益

事業利益（事業損失）

年度間増減額
損益

一
般
事
業

林地処分

森林経営

森林整備

指導

販売

加工

前年比
26年度 27年度 28年度事業区分

特
殊
事
業

信託

事業総利益（損失額）

事業管理費

表２－１ 直前３事業年度の損益の状況（集計対象組合 104） 

注１．一般事業の「加工」と特殊事業については、取扱いのある組合の平均。 
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Ⅱ 資金の借入動向について 

問５ 短期資金（借入期間が 1年以内の借入金）の借入状況 

（１）平成 26～28年（事業年度）に、短期資金を借入れましたか。どちらか１つに〇をつけてくださ

い。（※）年度末には借入残高がなくとも、期間中に借入れた場合には、「1．借入れた」を選んでください。（n=104） 

１．借入れた(58)       ２．借入れなかった(46)⇒ 問６へ 

以下の問５（２）～（４）は、「１．借入れた」を選択した組合に伺います。（n=58） 

（２）短期資金の使途（借入目的）は何ですか。あてはまるものすべてに〇をつけてください。 

１．立木の取得資金(14)  ２．造林・林産等事業の運転資金(41)３．加工事業の運転資金(8) 

４．販売事業の運転資金(13)５．経営不振・市況悪化等に伴う（赤字）運転資金(5)  

６．設備投資に伴うつなぎ資金（長期資金の借入、補助金受領までのつなぎ資金）(15)  

７．その他(4) 

（３）短期資金の借入先はどこですか。あてはまるものすべてに〇をつけてください。（n=58） 

１．都道府県森連(21)２．都道府県(1)３．市町村(7)４．農林中金(23)５．ＪＡ(8)６．銀行(26)  

７．信用金庫(9)８．信用組合(3) ９．その他 (0) 

（４）前問（３）で最も利用している借入先を選択する理由は何ですか。あてはまるものすべてに〇

をつけてください。（n=58） 

１．組合事業に対する理解(42)  ２．融資スタンス（業況が厳しい時も融資してくれるなど）(10) 

３．情報提供サービスが充実(2)４．商品・サービスの品揃え(1)５．補助金の振込先のため(4) 

６．融資実行のスピード(20)   ７．事務所から近くて便利(12)８．日頃のコミュニケーション(13) 

９．融資の金利条件が良い(31)１０．長年のお付き合いで(18)１１．その他 (5) 

問６ 長期資金（借入期間が 1年超の借入金）の借入状況 

（１）平成 26～28年（事業年度）末のいずれかに、長期資金の借入残高はありましたか。どちらか１

つに〇をつけてください。（n=104） 

１．あった(59)       ２．なかった(45)⇒ 問７へ 

以下の問６（２）～（４）は、「１．あった」を選択した組合に伺います。 

（２）その長期資金の使途（借入目的）は何ですか。あてはまるものすべてに〇をつけてください。

（n=59） 

１．林産事業の設備（高性能林業機械等）取得(31) ２．加工事業の設備取得(12) 

３．販売事業の設備（市場建屋等）取得(6)４．山林取得(4)５．経常的な運転資金（長期運転資金）(12) 

６．経営不振・市況悪化等に伴う（赤字）運転資金(2)７．その他(10) 

（３）長期資金の借入先はどこですか。あてはまるものすべてに〇をつけてください。（n=59） 

１．都道府県森連(1)２．都道府県(7)３．市町村(2)４．農林中金(25)５．ＪＡ(4)６．銀行(16) 

７．信用金庫(5) ８．信用組合(2)９．日本政策金融公庫（旧農林漁業金融公庫）(14) 

１０．その他の政府系金融機関(1)１１．その他(3) 

（４）前問（３）で最も利用している借入先を選択する理由は何ですか。あてはまるものすべてに〇

をつけてください。（n=59） 

１．組合事業に対する理解(37) ２．融資スタンス（業況が厳しい時も融資してくれるなど）(11) 

３．情報提供サービスが充実(2)４．商品・サービスの品揃え(1)５．補助金の振込先のため(2) 

６．融資実行のスピード(17)  ７．事務所から近くて便利(10)８．日頃のコミュニケーション(9) 

９．融資の金利条件が良い(29)１０．長年のお付き合いで(21)１１．その他(7) 
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問７ 今後の借入予定 

（１）今後（向こう１年間）の短期資金の借入れの見込みはどうですか。あてはまるもの１つに〇を

つけてください。（n=104） 

１．今後も同程度の金額の借入を考えている(35)２．今後は借入金額を増やすことを考えている(2) 

３．今後は借入金額を減らすことを考えている(9)４．現在予定はないが、状況によっては借入れ(20) 

５．借入れる予定はない(38) 

（２）今後（向こう１年間）、新たに長期資金を借入れる予定はありますか。あてはまるもの１つに

〇をつけてください。（n=104） 

１．借り入れる予定がある(17)２．今はないが状況に応じて借入れ(19)３．借入れる予定はない(68) 

（３）前問（２）で「1」または「2」を選んだ組合にお尋ねします。長期資金の使途（借入目的）は

何ですか。あてはまるものすべてに〇をつけてください。（n=36） 

１．林産事業の設備（高性能林業機械等）取得(20) ２．加工事業の設備取得(7) 

３．販売事業の設備（市場建屋等）取得(1)４．山林取得(0)５．経常的な運転資金（長期運転資金）(7) 

６．経営不振・市況悪化等に伴う（赤字）運転資金(2)７．その他(4) 

（４）問７（１）で「1」「2」「3」「4」のいずれかを、または問７（２）で「1」「2」のいずれか

を選択した組合に伺います。 

ａ．今後、資金借入れを検討する際に、相談したい機関等はどこですか。あてはまるものすべてに 

〇をつけてください。（n=68） 

１．都道府県森連(25)２．都道府県(8)３．市町村(8)４．農林中金(50)５．ＪＡ(12)６．銀行(32) 

７．信用金庫(12) ８．信用組合(2)９．日本政策金融公庫（旧農林漁業金融公庫）(10) 

１０．その他の政府系金融機関(1)１１．その他(0) 

 ｂ．前問ａ.で選択した機関のうち、最も相談したい機関の番号一つを（  ）内に記入してくださ

い。（n=62） 

（１．都道府県森連(11) ２．都道府県(3)３．市町村(3)４．農林中金(25)５．ＪＡ(2)６．銀行(13)７．

信用金庫(2) ８．信用組合(2)９．日本政策金融公庫（旧農林漁業金融公庫）(1) 

 １０．その他の政府系金融機関(0)１１．その他(0)） 

[自由意見] 資金借入についてご意見があれば、記入してください。 

 

Ⅲ 市町村との関わりについて 

平成 29年 6月に閣議決定された「未来投資戦略 2017」及び「骨太の方針」において、森林環境税（仮称）の検討と

併せて、市町村が主体となった森林整備等を推進することが示されました。これにより、今後地域の民有林整備を進め

る上で、森林組合と市町村の関係がより緊密になることが想定されます。貴組合と市町村の現状の関わり等についてご

回答ください。 

問８ 市町村の林務体制等について 

（１）貴組合の管轄範囲について、あてはまるもの１つに〇をつけてください。（n=104） 

１．１市町村を貴組合のみで管轄している(36)２．１市町村を他組合と共に管轄している(14) 

３．複数の市町村を管轄している（※注）(47)４．その他(7) 

（※注）貴組合が複数の市町村を管轄している場合、以下の設問（問１０まで）は、主要な市町村一つ（例えば、森林

面積が最も大きい、組合の事務所が存在する等）を対象にご回答ください。 

（２）市町村の林業行政の組織体制について、あてはまるものすべてに〇をつけてください。 

（※）「1」「2」を選択した場合は、人数を記入してください。（n=103） 

１．専任の職員が配置されている（ 3.4 人）(37)２．兼任の職員が配置されている（ 2.6 人）(34) 

３．林業行政の専門担当部課（または係）が設置されている(57) 

（３）市町村との打合せ頻度について、あてはまるもの１つに〇をつけてください（公式の会議に限

らず担当者間の相談を含む）。（n=103） 

１．週 3 回以上(9) ２．週 1～2回程度(32) ３．2 週間に 1回程度(21) ４．1ヶ月に 1回程度(17) 

５．2～3 ヶ月に 1回程度(16) ６．半年に 1 回程度(5) ７．1年に 1回程度(2) ８．特になし(1) 

主な打合せ内容について簡潔にご記入ください。 
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問９ 市町村事業との関わりについて 

（１）市町村の主な林務関係業務のうち貴組合が関わっているものについて、あてはまるものすべて

に〇をつけてください（業務委託に限らず相談・協力等を含む）。（n=104） 

１．市町村森林整備計画(70)２．市町村有林の管理・整備請負（委託）(93)３．林道の設計・管理(19) 

４．市町村が実施主体となった私有林整備(31)５．地籍調査(18)６．特定間伐等促進計画(37) 

７．その他 (5) 

（２）市町村から業務委託・発注を受けているものはありますか、どちらか１つに〇をつけてくださ

い（随意契約に限らず入札等を経た上での委託・発注を含む）（n=104）。 

１．あり(97)        ２．なし(7) ⇒（３）へ 

「１．あり」の場合は、主なものの内容（業務内容、事業量等）を簡潔にご記入ください。 

 

 

（３）森林整備事業（造林補助金）で市町村による上乗せ補助はありますか、どちらか１つに〇をつ

けてください。（n=104） 

１．あり(79)        ２．なし(25) 

（４）森林組合が活用できる市町村単独の補助事業（国や都道府県事業への上乗せ補助を除く）はあ

りますか、どちらか１つに〇をつけてください。（n=104） 

１．あり(43)        ２．なし(61) ⇒[自由意見]へ 

「１．あり」の場合は、主なものの内容（名称、補助内容、補助率等）を簡潔にご記入ください。 

 

 

[自由意見] 市町村の林業行政についてご意見があれば、記入してください。 

 

 

問１０ 林地台帳(※)について 

（※）林地台帳は、従来の森林簿とは異なります。市町村が所有者や林地の境界に関する情報などを林地台帳として

整備し公表する制度で、16年の森林法の改正において創設されました。 

（１）平成３０年度末までに市町村において整備することとなっている林地台帳の整備状況（協議会

等の開催を含む）について、あてはまるもの１つに〇をつけてください。（n=104） 

１．平成２８年度より整備が進められている(7)２．平成２９年度より整備が進められている(6) 

３．平成３０年度より整備が進められる予定(23)４．不明(68) 

（２）林地台帳の整備に関する貴組合の関わりについて、あてはまるもの１つに〇をつけてください。

（n=102） 

１．事業発注を受けて台帳整備の一部を担う(2)２．事業発注はないが、データ提供等で協力(14) 

３．関わりなし(32)４．林地台帳の整備が始まっていない(44)５．その他(10) 

（３）林地台帳が整備・公表されることによる貴組合にとっての期待される効果、懸念事項等につい

て、あてはまるものすべてに〇をつけてください。（n=102） 

１．事業量（森林整備・素材生産）の拡大(42)２．森林所有者特定の円滑化(84) 

３．森林現況調査の円滑化(56) ４．境界明確化作業の円滑化(52)５．山林土地売買の増加(17) 

６．素材生産業者との競争激化(24)７．影響なし(4)８．その他(3) 
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Ⅳ その他 

問１１ 低コスト化の取組みについて 

（１）森林整備・素材生産及び植栽・育林について、過去３年以内に貴組合で実施した低コスト化の

取組として、あてはまるものすべてに〇をつけてください。 

【森林整備・素材生産】（n=104）  

１．施業集約化による事業面積の拡大(71)２．高性能林業機械の更新（導入）(68) 

３．オペレータの育成(47)４．列状間伐(19)５．林道・林業専用道の整備(29)６．森林作業道の整備(64) 

７．ＧＰＳ・ＧＩＳの活用(60)８．その他(3)９．特になし(1) 

【植栽・育林】（n=103） 

１．伐採と地拵えの一貫作業(41)   ２．地拵え専用機械の導入(0)３．コンテナ苗の導入(32) 

４．精鋭樹（エリートツリー）の導入(1)５．早生樹種の導入(0)  ６．低密度植栽(11) 

７．植林作業の機械化(0)８．下刈り作業の簡略化(5)９．その他(1)  

１０．特になし(30)１１．植栽・再造林を実施していない(9) 

（２）前問（１）で選択した取組みのうち、コスト削減の効果があった取組みの番号を（  ）内に

記入（いくつでも可）してください。 

【森林整備・素材生産】 

（１．施業集約化による事業面積の拡大(44)２．高性能林業機械の更新（導入）(52) ３．オペレータの育

成(19)４．列状間伐(12)５．林道・林業専用道の整備(19)６．森林作業道の整備(38) ７．ＧＰＳ・ＧＩＳ

の活用(25)８．その他(1) ９．特になし(0)）(90) 

【植栽・育林】 

（１．伐採と地拵えの一貫作業(34) ２．地拵え専用機械の導入(0)３．コンテナ苗の導入(17) ４．精鋭樹

（エリートツリー）の導入(1) ５．早生樹種の導入(0) ６．低密度植栽(7) ７．植林作業の機械化(0) 

８．下刈り作業の簡略化(3) ９．その他(0) １０．特になし(1) １１．植栽・再造林を実施していない(0)）

(51) 

問１２ コンプライアンスについて 

（１）コンプライアンスの取組みで、ａ．過去３年以内に貴組合で実施した取組みと、ｂ．今後強化

したい取組み（実施、未実施両方含む）のそれぞれについて、下の選択肢のうちあてはまるもの

すべての番号を（  ）内に記入してください。（a:n=101,b:n=94） 

ａ．実施した取組み（        ）  ｂ．今後強化したい取組み（        ） 

１．コンプライアンスマニュアルの作成(65,6)     ２．コンプライアンス研修の実施(88,25) 

３．職場環境の改善（職場内のコミュニケーション向上）(29,46)４．組織機構・職務分掌の見直し(29,28)  

５．職員の人材育成（森林組合監査士資格取得含む）(30,42) ６．外部相談窓口の設置(4,3) 

７．担当部署以外の者によるダブルチェックの実施(20,15) ８．職員による内部監査の実施(11,15) 

９．員外監事（専門家監事）の登用(4,13)１０．その他(4,1) １１．特になし(3,7) 

[自由意見] コンプライアンスにはどのような課題があるとお考えですか。ご意見があれば記入してく

ださい。 

 

 

Ⅴ 森林組合・林業の諸課題について、ご意見等を自由にご記入ください。 

 

ご協力ありがとうございました。 

本アンケートの集計・分析結果は対外公表することがありますが、 

個別の事例について組合名が特定される形で公表することはありません。 
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